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近年、少子高齢化による生産年齢人口の減少の影響等もあり、人手不足を課題とする中小企業が増え、
人材の採用・定着が喫緊の課題だという話をよく耳にします。そこで今回は、人材面に課題を抱える企
業にとって有効な対応策となる「社員エンゲージメントの強化」について紹介します。
１. 社員エンゲージメントとは
「エンゲージメント」という言葉は、もともと「約束」「契約」「婚約」等の意味がありますが、人事戦
略の場面では、「企業・組織・仕事」と「社員」との関係性を表す言葉として、「企業・組織の理念への
共感、自発的な貢献意欲」という意味合いで使われています。日本における「人的資本経営」の指針の
１つとなっている「人材版伊藤レポート」の中でも、経営戦略の実現のためには、「社員エンゲージメン
ト」を高めることが重要であるとされています。
２. 社員エンゲージメントの強化に必要なこと
ステップ１（課題の把握と優先順位付け）
各組織・社員にとってエンゲージメントが上がらない原因はまちまちであることから、まずは自社組

織の現状を正しく可視化する必要があります。この可視化にあたっては、エンゲージメントに影響を与
える各種要素（例：やりがい、成長、理念、報酬、人間関係等）のどこに課題があるのかを確認できる
よう、スコアリングや分析が可能な定期的・継続的な調査（アンケート・ヒアリング）が有効です。こ
うした調査を通じた可視化によって課題を明確化し、対応すべき優先順位を付けましょう。
ステップ２（対応策の実行→効果検証→改善）
策定した優先順位に基づき、自社組織の実情を踏まえた対応策（例：社長による理念の浸透、キャリ

ア開発支援の強化、働きやすい制度の整備、心理的安全性の強化、コミュニケーションの活性化等）を
実行しましょう。成功のためには、ＫＰＩ（重要業績評価指標）を管理し、PDCA（計画、実行、評価、
改善）サイクルを回し続けることが重要です。
３. 社員エンゲージメントの強化が生み出す効果
社員の定着に寄与し、売り手市場で採用難の中、新たな採用・育成のコストを抑制でき、事業運営も

安定します。その結果、費用の抑制、事業継続力の向上が期待できます。
また、社員が自発的に創意工夫する風土が醸成され、生産性や品質の向上・顧客への新たな提供価値

の創出による顧客満足度の向上にもつながります。
今回紹介しました「社員エンゲージメントの強化」を実現

することで、「人材」に関する諸課題の解決のみにとどまらず、
売上・生産性向上、ひいては企業価値向上にもつながります。
中小企業診断士は、経営戦略、人事戦略の策定・実行の伴走
者として、各企業の実情を踏まえた支援も可能です。何から
始めればよいかお困りの際は、お気軽にご相談ください。
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